特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　　週刊ニュース　　１０年１１月　４日　328号

京田辺市民文化祭　31日　展示で640人と対話

今年のテーマはNPO設立10周年として木津川の植物調査から残したい植物標本と開花写真、そしてドングリと里山の風景画で秋の里山の表現、模擬店では恒例の味噌や柿、つるかご等の展示販売としました。あいにくの台風14号の接近で前日準備は屋内のみとなり屋外準備は二日目の朝からとなりました。28日に予定していた柿採取は雨天のため中止、翌日の早朝に決まりました。準備計画が全面変更で、29日の午前中に展示会の飾付と柿採取、そして午後には柿の整理、30日は展示発表の解説と、不足の柿の追加採取を行いました。31日は早朝からの開店準備を大忙しで実施、午後になると雨が降り出し、客足がガクッと落ちました。本格的な降雨の中の後始末で、ずぶ濡れになりました。スタッフの皆さんが悪条件にかかわらず、懸命に片付けて戴き、綺麗に始末が出来ました。翌日の早朝から倉庫などに運び込んだ備品等の整理整頓もして頂きました。ご苦労様でした。●模擬店では、柿と味噌の販売が半日で完売しました。柿販売では「ここの柿は美味しいよ」と言って通られる方々がかなり見られました。10回連続出店販売の効果だと思われます。●味噌販売では、試食をした人の多くの方が、「この味噌は美味しい」と感嘆の声が続きました。これも午前中で完売することになりました。●松かさツリーは、午前中で昨年の二日目の人数と同数になり、里山の会独自の参加型イベントとして定着しています。この日は、開店と同時に大きな円机に子ども達がぐるりを取り囲み父兄と一緒につくり上げていました。●つるかご　はこれまでになく大きな人気があってどんどん買い求められての昨年比較１３０％売上となりました。●里山風景画とドングリの里山の雰囲気がうまく調和して人目を引きつける素晴らしいビオトープになりました。7mの壁に張り出した植物標本や開花写真・植物解説文もうまく全体として調査して、迫力ある展示となりました。この日使用したドングリは約25kgでした。●残したい草花たち、15点の展示では、昨年も草花写真展示を行いましたが、2回連続したので新鮮さに欠けるのではないかと心配しましたが、更に深く理解して戴く良い機会となって、ガイドの話を更に良くお聞き戴き、対話が弾みました。●カスミサンショウウオの展示発表では里山の魚たちの水槽に子ども達も大人の人たちも寄りついて解説に耳を傾けておられました。●今回の展示では、植物と標本、魚に重点がありました。
野鳥観察会　3日　9時から　山城大橋下流域

秋の野鳥観察会が山城大橋下流右岸の河川敷で行われました。参加者・スタッフ含めて約35名。子供さんの姿も多く、和やかな野鳥観察会になりました。今回の野鳥観察会では、観察会を始める前に山城大橋下の集合場所を、参加者の皆さんとゴミひろいしました。この場所は心ないキャンパーの残したゴミでいつもゴミだらけの場所です。皆さんは先に来られた参加者の方々が清掃しておられるのを見ると自発的に袋を持ってひろって下さいました。皆さんのお気持ちに感謝します。また集めたゴミは河川レンジャー支援の一環として河川事務所木津川出張所で処分していただきました。
実は、日曜日、月曜日と台風の後の雨で、上流の高山ダムの放流があり、2日前は観察コースの半分以上が水没し、四方に眺望のよい河原には出られない見込みでしたが、2日の間に水が引いて、当初予定どおりの観察コースを楽しむ事が出来ました。
河川敷の樹木で冬鳥のジョウビタキのさえずる姿が見られ、参加者はスコープで存分に観察することができました。また、あちこちでトビが上空で弧を描いて舞っており、翼を広げると1.6ｍの大きなスケールを実感することができました。
開けた河原では、カワウとトビを観察し、記念写真を撮りました。後半は堤防寄りの茶園の道で、これが旧堤防というお話に参加者の皆さんはびっくりされていました。
今回の観察場所は、翌日から国交省河川事務所による河川敷の樹林整備事業で伐木工事が入るので、今日がこのように樹林が茂った状態で野鳥観察ができる、最後の貴重なチャンスでもありました。河川管理の観点から見ると、河川敷の樹木は洪水時の障害物になったり、流出すると下流の堤防や橋脚等を破損する要素になる事から適度な伐採は必要不可欠なものです。野鳥観察の環境においては多少のダメージはありますが、植田先生は、山の荒廃した状況と関連してまだ自然の残る河川敷に山の鳥が進出し、いわば河川が山の代役を果たしている現状があるので、伐採によりまた新たな河川独自の環境を更新することに意味があるのではないか、とお話されていました。
京田辺市竜王青少年センターで植物指導　30日
センターから里山の植物の指導依頼があって寄せていただいた。この日は台風が近畿地方に最も接近すると予報され、朝から雨が心配されていたが、雨は全然降らず、山の中の散策には適していました。ソヨゴや赤松モチツツジ等を確認しながらキノコが真っ盛りの散歩道を往復しました。そしてクラフト室でのまとめをして持ち帰った植物の標本作りをしました。時間が少しあったので、ロープのくくり方をみんなでしました。鵜の首、男結び、もやい結び、等を手じかな紐で練習しました。この頃では紐を使うということ結ぶということが、だんだん少なくなってきているので、是非復習して戴きたいと結びました。
セセラギ祭（13・14日）前日準備12日のお手伝い求める

皆さんのご協力をお願いします。
秋のハイキング　北・山の辺の道・11kmコース　14日　近鉄新田辺8時24分奈良行き急行に乗車　　　ご参集ください。

植物観察11月例会　13日　鷲峰山

集合9時30分　宇治田原町南　一宮神社前　掛谷林道　
今年度は結成10周年記念の年です。

250人の会員になろうとご入会を呼びかけています。

絶大なご協力をお願いします

やましろ里山の会 　 610-0331 京田辺市田辺深田15

メール　fddbw257＠ybb.ne.jp　電話0774－64－4183（F兼用）

ホームページ　http://www.yamashiro.npo-jp.net/


















